
『電子』地域通貨は、デジタル技術を活用した限定された地域でのみ
使える通貨で、一般的に、スマートフォンに専用アプリをダウンロードし、
事前に現金をチャージすることで、市内加盟店でのお買い物などに利用
することができます。

地域から外に流出する通貨を減らし、地域外から入ってくる通貨を増
やす効果により、地域経済の好循環を促進することができます。

電子地域通貨とは…

電子地域通貨事業のお知らせ

他市の電子地域通貨

岐阜県高山市
「さるぼぼコイン」

埼玉県深谷市
「地域通貨ネギー」

千葉県木更津市
「アクアコイン」

平塚市
「スターライトマネー」

電子地域通貨は他市でも導入されています。

電子地域通貨の決済の流れ

アプリに入金 お店で品物を購入 購入金額を入力 入力内容を店舗に確認
してもらい支払完了

専用アプリでお店の
QRを読み取る

現金を使わないから便利～！

令和5年12月5日
産業振興課
電子地域通貨担当

人口減少、近隣への大型店の進出、ネットショッピング事業の拡大等
により、市内収益の市外への流出に歯止めをかけるとともに、市民、事業
者、関係団体及び行政が一体となって、様々な課題を共有し、地域経
済の好循環の推進と持続可能な地域づくりに取り組む。

事業の目的



御意見・御要望は、秦野市役所産業振興課商業振興担当 岡崎・山下まで
☎0463（82）9646

✉sangyou@city.hadano.kanagawa.jp

これまでの主な取り組み及び今後の予定

電子地域通貨のイメージ図と期待される主な効果

利用者

発行主体
（行政・金融機関等）

換金依頼

入金

地域内循環

加盟店

地域内に限定して使える通貨なので、地域内の消費を促したり、経済の循環
を良くすることに繋がります！

決済手段だけではなく、地域の情報等の取得手段としても利用できるので、生
活の利便性の向上や、地域コミュニティ活性化の基盤にも活用できます！

☆活用例：歩いて健康ポイント！行政イベント参加ポイント！などなど☆彡

項 目 内 容

令和５年の
主な取り組み

電子地域通貨事業推進基本方針策定

商業者、金融機関及び関係団体等との意見交換

システム事業者、事業スキーム検討

令和6年1月
電子地域通貨事業推進基本計画（案）作成
パブリック・コメントの実施

令和6年4月 電子地域通貨事業受託事業者の公募

令和6年6月 電子地域通貨事業受託事業者の決定、システム開発開始

令和６年度冬 電子地域通貨の発行開始


